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京
で

長
岡

宮

跡

所
在
地
　
　
　
一　
一爪
都
府
向
日
市
鶏
冠
井
町
北
井
戸
、
二
　
鶏
冠
井
町

下
森
本

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
六
年

（平
８
）
八
月
―

一
〇
月
、
二
　
一
九

九
七
年
七
月
―
入
月

発
掘
機
関
　
　
働
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
一　
中
島
信
親
、
二
　
山
口
　
均

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
長
岡
京
期

（七
八
四
―
七
九
四
年
）

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
九
七
年
度
に
、
長
岡
宮

跡
及
び
長
岡
京
跡
で
新
た
に
木

簡
の
出
土
し
た
調
査
は
宮
二
件

（宮
第
三
五

一
次

・
三
五
七
次
調

査
）
、
京
二
件

（左
京
第
三
九
九

部
　
　
．
右
京
第
五
六
五
次
調
査
）
で
、

醐

一二
調
査
機
関
に
わ
た
る
。
本
稿

瑯

は
向
日
市
が
担
当
し
た
宮
の
報

告
で
あ
る
が
、
官
第
三
五
七
次

調
査

（春
宮
坊
跡
）
に
つ
い
て
は
、　
一
九
九
六
年
度
の
春
宮
坊
跡
調
査

（宮
第
三

二
九
次
・
三
四
一
次
調
査
）
の
隣
接
地
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
三
調
査
地
の
遺
物
は

現
在
整
理
中
で
あ
る
の
で
、
今
回
は
整
理
の
最
も
進
ん
で
い
る
宮
第
三
二
九
次

調
査
の
み
を
報
告
す
る
。

一　
長
岡
宮
東
辺
官
衛

・
春
宮
坊
跡

（宮
第
三
一
一九
次
調
査
）

調
査
地
は
向
日
丘
陵
を
構
成
す
る
段
丘
の
縁
辺
に
位
置
す
る
。
長
岡
宮
の
官

衛
復
原
で
は
宮
東
辺
官
衛
及
び
東

一
坊
大
路
に
相
当
す
る
。
調
査
地
の
北
隣
接

地
で
行
な
わ
れ
た
宮
第
二

一
〇
次
調
査
で
は
、
東

一
坊
大
路
東
西
両
側
溝
と
宮

東
面
大
垣
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（本
誌
第
一
一
号
）。
今
回
の
調
査
で
は
公
園
ヘ

の
防
火
水
槽
敷
設
に
伴
い
二
五
〇
♂
を
発
掘
し
、
東

一
坊
大
路
西
側
溝
、
整
地

地
業
跡
及
び
古
墳
時
代
の
溝
を
検
出
し
た
が
、
宮
東
面
大
垣
は
後
世
に
大
き
く

削
ら
れ
て
お
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

整
地
地
業
跡
Ｓ
Ｘ
三
二
九
〇
二
は
調
査
区
北
西
隅
で
検
出
し
た
造
成
上
で
、

段
丘
の
縁
辺
部
を
埋
め
る
よ
う
な
状
態
で
検
出
し
た
。
北
及
び
西
は
調
査
区
外

に
広
が
り
、
南
は
攪
乱
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
た
た
め
、
確
認
で
き
た
規
模

は
、
南
北
九

・
六
ｍ
以
上
、
東
西
四

・
二
ｍ
以
上
、
深
さ
〇

・
三
ｍ
で
あ
っ
た
。

埋
土
は
炭
を
多
く
含
む
淡
灰
褐
色
礫
混
じ
り
粘
質
上
で
あ
る
。
埋
土
中
か
ら
長

岡
京
期
の
土
師
器

。
須
恵
器

。
長
岡
宮
式
軒
九
瓦
な
ど
が
整
理
用
コ
ン
テ
ナ

一

〇
箱
程
度
出
土
し
た
。
土
師
器

・
須
恵
器
と
も
に
供
膳
形
態
が
多
く
、
完
形
に

近
い
状
態
で
出
上
し
た
と
い
う
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
東

一
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ

Ｄ
三
二
九
〇

一
は
調
査
区
東
端
で
検
出
し
、
規
模
は
幅
約
二
ｍ
、
深
さ
約
○

・
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三
ｍ
で
あ
る
。
北
端
は
攪
乱
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
埋
土
は
上
層

全
〔

灰
―
暗
灰
褐
色
礫
混
粘
質
土
）、
下
層

（黒
褐
色
粘
質
土
）
の
二
層
を
確
認
し
た
。

遺
物
は
上
層
を
中
心
に
出
土
し
、
基
本
的
に
は
遺
構
全
面
に
平
均
的
に
分
布
し

て
い
た
が
、
木
簡
を
含
む
木
製
品
は
南
半
、
こ
と
に
南
端
か
ら
集
中
し
て
出
土

し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
流
さ
れ
た
痕
跡
が
確
認
さ
れ
ず
、
ま
と
め
て
廃
棄
さ

れ
堆
積
し
た
も
の
と
判
断
し
た
。

木
簡
は
す
べ
て
東

一
坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
三
二
九
〇

一
か
ら
出
上
し
た
。
総

数
四
六
七
点
の
う
ち
、
削
届
が
二
九
八
点

盆
ハ
四
％
）
を
占
め
る
。
木
簡
に
共

伴
す
る
遺
物
は
、
墨
書
土
器

（「主
工
署
／
官
人
」
「内
薬
」
「万
歳
」
〈以
上
、
五
八

頁
写
真
参
照
〉
「内
候
」
「大
炊
」
「厨
」
「人
給
所
」
「盛
／
盛
」
「酒
」
「上
三
」
な
ど
）、

漆
紙
文
書
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
黒
色
土
器
、
緑
釉
陶
器
、
九

・
平
瓦
、
祭
祀

具
、
木
製
皿
、
檜
扇
、
櫛
、
糸
巻
、
漆
器
、
冠
帽
、
墨
書
砥
石
、
琥
珀
、
鼈
甲
、

白
雲
母
、
ガ
ラ
ス
な
ど
多
様
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
黒
色
土
器
に
は
杯
Ａ
を
三

個
つ
な
げ
て
、
接
合
部
分
に
穿
孔
を
施
す
類
例
の
な
い
器
形
の
も
の
が
あ
る
。

ま
た
琥
珀
、
鼈
甲
に
は
破
損
し
た
花
弁
形
の
製
品
、
加
工
途
中
の
未
成
品
、
居

が
認
め
ら
れ
た
。

木
簡
や
そ
の
他
多
量
の
遺
物
の
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
こ
れ
ら
は
春
宮
坊

か
ら
廃
棄
さ
れ
た
遺
物
群
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
木
簡
の
年
紀

（延
暦
一
〇
・

一
一
年

〈七
九
一
・
七
九
一
こ

か
ら
、
遺
物
が
廃
棄
さ
れ
た
の
は
長
岡
廃
都
に

近
い
時
期
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
長
岡
京
期
の
二
人
の
皇
太
子
の
う
ち
、

廷
暦
四
年

一
一
月
に
立
太
子
し
た
安
殿
皇
太
子
の
春
宮
坊
に
相
当
す
る
。
ま
た

琥
珀
、
鼈
甲
な
ど
の
出
土
は
、
春
宮
坊
被
管
の
主
工
署
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
材

料
と
す
る
工
芸
品
が
製
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
平

安
宮

・
京
諸
図
に
よ
る
と
、
本
調
査
地
相
当
地
の
東
に
東
宮
町
、
北
に
東

・
西

前
坊

（雅
院
）
が
位
置
す
る
。

一
一　
長
岡
宮
北
辺
官
衛
南
部

（宮
第
三
五
一
次
調
査
）

調
査
地
は
、
標
高
約

一
六
ｍ
の
桂
川
氾
濫
原
に
位
置
す
る
。
長
岡
宮
の
官
衛

復
原
で
は
、
宮
北
辺
官
衛

（南
部
）
に
相
当
す
る
。
調
査
は
小
学
校
内
の
防
火

水
槽
埋
設
に
伴
う
も
の
で
、
約
二
二

・
五
ド
と
小
面
積
で
あ
っ
た
が
、
長
岡
京

期
の
土
器
溜
り
と
古
墳
時
代
を
下
限
と
す
る
流
路
二
条
を
検
出
し
た
。
土
器
溜

り
Ｓ
Ｋ
三
五

一
〇

一
は
、
径
約
二
ｍ
の
不
整
円
形
を
呈
す
る
浅
い
落
ち
込
み
状

の
遺
構
で
、
長
岡
京
期
の
黒
色
土
器
杯
、
土
師
器
皿

・
椀
、
須
恵
器
杯

（転
用

硯
▼

重
な
ど
が
出
土
し
た
。

木
衛
は
、
流
路
が
完
全
に
埋
没
し
た
後
の
堆
積
土

（長
岡
京
期
包
含
層
）
内
か

ら

一
点
出
上
し
た
。
土
器
溜
り
か
ら
約
二
ｍ
ほ
ど
東
へ
離
れ
た
地
点
で
あ
る
。

同
じ
層
の
遺
物
に
は
、
土
師
器
皿

・
甕
、
須
恵
器
杯

・
重
な
ど
が
あ
る
。

な
お
、
か
つ
て
本
調
査
地
の
北
西
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
で
実
施
さ
れ
た
宮
第
三

一
次

調
査
で
は
、
漆
器

。
木
槌
な
ど
多
数
の
木
製
品
と
と
も
に

「
人
条
四
奏
納
米
三

斜
九
斗
」
と
記
さ
れ
た
付
札
木
簡

（長
岡
京
木
簡
四
九
九
号
）
が
出
土
し
て
お
り
、

倉
庫
あ
る
い
は
醸
造
施
設
を
も
つ
官
衛
区
画
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
同

一
官
衛

区
画
内
の
可
能
性
の
あ
る
今
回
の
調
査
地
も
、
こ
う
し
た
周
辺
の
調
査
地
と
の

関
連
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。



木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
長
岡
宮
東
辺
官
衛
。
春
官
坊
跡

（宮
第
三
二
九
次
調
査
）

⑪
　
。
□
四
日
内
入
物
　
紫
菜

一
櫃
　
海
藻
根

一
櫃

青
乃
利

一
回
　
　
　
　
　
　
」

〔　一　．刀
〕

。
□
櫃
　
以
上
依
専
用
□
　
　
　
　
　
□

日
□
　
　
知
　
継
主
　
　
　
　
　
　
　
　
」

含
『
じ

×
］
囀
×
中
　
ｏ
い
Φ

「神
官
進
送
酒
杯
四
口

短
籍
多
疑
耳

（損
耗
）

随
□
　
　
□
□
□
□

儀)

(2)赤外線写真

(上端部分)

盤□盤
カ

損
耗

□ V

×
十

一
日
令
史
船

『永
宗
ヒ

（墨
線
）

□原六ヽ
削脚呻目一

．

□
五

対
濯

部
春
主

一
半

日
□

（損
耗
）　
　
　
　
　
　
　
『□

一

□
□
□

Ｊ

一
一

呵

」

（
Ｓ

じ

×

含

じ

×
∞
　
ｏ
留

（
お

じ

×

６
じ

×
ｏ
　
ｏ
鐵

「刻
宿
戸
小
縄

一
『劉
浴
比
□
□

一　
開
――‐
』
昨
酔
］
〕
　

（懇
Ｗ
ａ
Ｗ
『
霞

□
□
　
　
　
　
　
　
」

卜
ω
ｏ
×

∞
∞
×

『
　

ｏ
Ｐ
］

〔依
先

□
送
如
件
但
□
□
カ



コ
日
日
Ｈ
日
日
――
日
□
□
□
□
□
雑
二
十
人
」

。
謹
解
申
回
□
×

・
『コ匠
　

□
□
』
（裏
横
材
）
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(7) (6)

【
妾
ヵ
〕

。
「
＜
伊
豆
国
田
方
郡
吉
□
×

。
「
＜

『盛
　
一
一斤

一
両
』
　

　

　

　

　

　

　

（こ
益
Φ溢

×
郡
〔剛
児
蠣
所
生
…
…
□
　
　
五
□

　

（ｏ翠
ё
Ｘ
じ
≦

「
＜
竹
野
郡
竹
野
郷
白
米
四
斗
八
升
＜
」
　

　

Ｎ釦撰
∞受
り

＜
竹
野
郷
白
米
五
斗
＜
」

「
＜
竹
野
郡
問
人
郷
白
米
五
斗
＜

０　　　　　　　　　　　　　　」

〔後
力
〕

□
□
国
天
草
郡
×

］
牌
ド
×

ｐ
］
×

∞
　

ｏ
伽
］

①
　
・
式
部
省

・
式
式
部
　
部

（
∞
の
）
×
Ｐ
］
×
∞
　
ｏ
∞
Ｐ

〇
∞
Ｐ

〇
∞
四

・
「
＜
春
宮
坊

名
＜
　
古
宍

「
＜
御
贄
」

「鮭
上

「
＜
煮
塩
年
魚
」

「
＜
煮
塩
年
魚

（
Ｎ
『
）
×

（
Ｐ
騨
）
×
―
‐
　
ｏ
Φ
岸

ド
ヽ
］
×

騨
ω
×

い
　

ｏ
釦
ド

（
い
Φ
）
×

含

い
）
×

ヽ
　

⇔
∞
Φ

『
Φ
×

μ
『
×

∞
　

ｏ
∞
］

（
『
∞
）
×

い
い
×

Ｐ
　

ｏ
Ｐ
Φ

Φ
卜
×

］
Ｐ
×

卜
銀
　

ｏ
∞
］

（
心

ｅ

×

遭

×

い
　

畠

Φ
　

　

５９

マ

蟹

昇

纂

音

響

詩

酢

ｙ

麻
詣

罷

鮮

圧

是

岬

許

剛
麒

螂

『
謝

卸
蒼

∽
　
。「〔酔
℃
郷
回
□
□
□
」

。
「　
十

一
月
十
九
日
」

（
騨
『
Φ
）
×
∞
釦
×
∞

］
伽
∞
×

ω
釦
×

伽
　

ｏ
∞
ド

（
卜
］
）
×

Ｐ
⇔
×

∞
　

ｏ
∞
騨
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「六
万
呂
五
半

一
升
」

「
＜
御

□

□

「
＜
□
□
□
□

「大
□
佐
」

「
＜
無
児

「得
度
文

「十

一
年
二
月
十
日

「　
口
□
給
□

「日
――
□
□
□

「盛
」

（
『
∞
）
×

含

］
）
×

卜
　

ｏ
∞
Φ

Ｐ
Ｐ
ｏ
×

Ｐ
伽
×

卜
　

ｏ
伽
Ｐ

ａ

ｅ

×

曽

×

］

ｏ
毬

（
Ｇ
⇔
）
×
Ｐ
い
×
卜
　
ｏ
ω
〕

（
］
Ｐ
∞
）
×
Ｐ
∞
×
⇔
　
ｏ
⇔
騨

（
Ｆ

じ

×
∞
∞
×
四
　
ｏ
⇔
釦

∩
］
ｏ
）
×
（
Ｐ
∞
）
×
∞
　
ｏ
∞
牌

（
∞
卜
）
×
Ｐ
Φ
×
∞
　
ｏ
∞
〕

□
　
□

〔詮
ヵ
〕

□

最益
詮
』

尊
尊
尊
尊
□

尊

□
尊

懸

述

卜
溢

ａ

騨
　

　

　

　

⑪

　

九

日

五

斗

ｏ

」

⑬

　

内
匠
少
属

⑭

　

従
八
位
下
矢
田
部
連
福
明
□

（
ｇ

Ｃ

×

Ｓ

ｅ

×

釦
　

ｏ
欝

〇
〇
Ｐ

Ｏ
Φ
騨

翻

　

□
弐
両
＜
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
益
受
誤

ｏお

年
紀
を
も
つ
木
簡
に
は
、
０
延
暦

一
〇
年

（七
九
じ

一
〇
月
の
伊
豆
国
堅

魚
の
荷
札
と
、
い

一
一
年
五
月
の
題
袋
軸
と
が
あ
る
。
木
簡
が
出
土
し
た
東

一

坊
大
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
三
二
九
〇

一
は
、
宮
東
面
大
垣
の
東
雨
落
溝
を
兼
ね
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
宮
城
区
画
施
設
が
、
大
量
の
廃
棄
物
に
よ
っ
て
埋
め
立
て
ら

れ
る
状
況
は
、
宮
城
の
機
能
の
著
し
い
低
下
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
平

安
遷
都
の
準
備
は
延
暦

一
二
年
正
月
二

一
日
に
、
桓
武
天
皇
が

「宮
ヲ
壊
サ
ン

ト
欲
」
し
て

「東
院
二
遷
御
」
３
日
本
紀
略
し

し
て
以
降
、
内
裏
と
そ
の
関
連

施
設
の
解
体
か
ら
始
め
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
遺
物
の
出
土
状
況
と
木
簡
の

年
紀
か
ら
、
こ
れ
ら
は
長
岡
京
廃
都
間
近
に
近
隣
に
所
在
し
た
春
官
坊
か
ら
ま

と
め
て
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
推
定
し
た
。

ω
は
小
形
の
物
品
付
札
で
、
「春
宮
坊
」
で
用
い
る
古
宍
に
付
し
た
も
の
。

大
膳
職
な
ど
か
ら
春
宮
坊
被
管
の
主
膳
監
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か

（な
お
、
宮
第
三
四
一
次
調
査
で
は

「供
　
御
料
戻
主
膳
監
」
と
記
す
記
録
簡
が
出
土
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し
て
い
る
）。
①
は
文
書
木
簡
の
断
片
。
「令
史
」
は
小
司
も
し
く
は
春
宮
坊
管

下
の
三
監
六
署
の
第
四
等
官
を
示
す
。
「永
宗
」
の
部
分
は
自
署
で
あ
る
。

②
は
大
型
で
厚
手
の
短
籍
型
木
簡
。
表
面
の
腐
徴
が
甚
だ
し
く
、
文
字
の
多

く
が
消
滅
し
て
い
る
が
、
「神
官
」
か
ら
の
酒
杯
と
盤
の
送
り
状
で
あ
る
。
「神

官
」
は
、
カ
ム
ツ
カ
サ
の
訓
み
を
同
じ
く
す
る
神
祗
官
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

い
⑤
は
何
ら
か
の
生
産
に
携
わ
る
人
名
と
生
産
量
を
列
記
し
た
記
録
簡
か
。

①
は
雑
工
の
付
札
、
①
は
内
匠
寮
の
少
属
の
削
婿
で
あ
る
。

貢
進
物
付
札
に
は
、
国
衛
様
と
い
わ
れ
る
端
正
な
楷
書
で
記
さ
れ
た
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
断
簡
で
あ
る
が
、
⑪
は
常
陸
回
那
賀
郡
酒

列
埼
、
ω
は
西
海
道
の
肥
後
国
天
草
郡
の
贄
の
荷
札
と
考
え
ら
れ
る

（宮
第
三

四
一
次
調
査
で
は
、
同
類
の

「肥
後
国
天
草
郡
賜
島
生
」
の
荷
札
が
出
土
し
て
い
る
）。

物
品
付
札
は
比
較
的
小
型
で
丁
寧
に
作
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
⑬
に
は

「御

贄
」
と
記
さ
れ
る
。
い
切
は
題
箋
軸
。

一
一　
長
岡
宮
北
辺
官
衛

（南
部
）
（宮
第
三
五
一
次
調
査
）

ω

　

「

＜

□

□

日

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｈ

□

□

　

　

　

　

　

　

　

（

晨

ｙ

］

隻

ｓ

畠

Φ

柾
目
材
で
、
表
裏
両
面
と
も
、
平
滑
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。
上
端
都
は
裏
面

か
ら
刃
を
入
れ
て
切
っ
た
後
、
粗
い
側
面
ケ
ズ
リ
を
施
す
か
。
表
面
に
入
―
九

文
字
が
記
さ
れ
る
が
、
墨
が
薄
れ
て
い
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
他
に

同

一
層
位
か
ら
、
柾
目
材
の
両
端
を
圭
頭
に
つ
く
る
木
簡
状
木
製
品

一
点
が
出

上
し
て
い
る
。

一

９
　
関
係
文
献

向
日
市
教
育
委
員
会

・
側
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『向
日
市
埋
蔵
文

化
財
調
査
報
告
書
』
四
七

（
一
九
九
八
年
）

（
一　
中
島
信
親
、
二
　
山
口
　
均
、
釈
文
　
清
水
み
き
）

二 (1)

(1:2)
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霞

国

国

＝
――

汁

＋

田
田
隅
田
Ｎ
囲
剛
霞
出

北京」r大路

北一条条問南小路

北―条大路

一条条 re4北 小路

―条条間大路

一条条「aB腐小路

―条大路

二条条間北小路

二条条間大路

二条条間南小路

二条大路

三条条間北小 !8

三条条問小路

三条条問南小PS

三条大P3

四条条問北小路

四条条円小路

四条条岡前月ヽ路

口条大路

五条条間北小隆

五条条町小路

五条条間南小路

■条大路

六条条問北小路

六条条間小路

六条条円前小路

六条大路

七粂条岡北小路

七条条問小 P3

と条条問前小路

七条大路

人条条間北小路

人条条間小路

人条条間南小路

人条大路

九条条贈I北小 Pff

九条条間小路

九条条間南小路

九条大路
‐，
生

西
四
坊
坊
間
西
小
踏

山
卜

Ｌ

西
四
坊
大
路

十

二
一
西
三
坊
坊
間
西
小
路

西
〓
坊
大
路

―
撃
“
送

西
四
坊
坊
間
東
小
路

‐
Ｔ
±

西
三
坊
坊
間
東
小
酪

西
二
坊
大
路

西
三
坊
坊
間
小
路

西
四
坊
坊
間
小
路

‐
十

±

西
二
坊
妨
間
西
小
路

Ｉ
‐Ｔ
±

西
二
坊
坊
問
東
小
路

十

±

百
三
坊
坊
間
小
路

// 台解暫笙亀
土地 / 0                        2km

長岡京跡木簡出土地点図


